
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成29年度全国平均

 

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

平均値 260.9 141.6 484.4 94.3 39.6平均値      平均値      

当該値      

H25 H26 H27

当該値    

全体総括
収益および利用の状況を考慮すると、継続して経営
改善を行うことが必要とみられる。また、老朽化が
進む上、耐震化が必要な施設として大規模修繕も必
要とみられる。
指定管理者制度の再考を踏まえながら、独立採算の
基本原則に照らし合わせ、民間ノウハウを最大限に
活かした今後の経営計画による運営により、収益の
向上を図る。

504,150

⑩設備投資見込額(千円)

H25 H26 H27 H28 H29

0

H26 H27 H28 H29H28 H29 H25

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⑨施設の資産価値(千円)

平均値 6,597 3,486 9,064 2,276 △8,016平均値 30.0 18.6 29.3 17.2 15.2平均値 27.0 28.8 29.3 30.2 28.0

「施設の効率性」 「人件費負担」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

2.資産等の状況

△8,659当該値 196.0 194.0 193.0 198.0 203.6

平均値 32.2 31.3 31.6 33.1 33.8

当該値 11,969 5,135当該値 34.0 32.0 33.0 35.0 34.8当該値 30.0 28.0 27.6 28.5 29.3

3. 利用の状況について
山紫苑および所在市町村の宿泊者動向については、
所在市町村が下降しているのに対し、山紫苑は上昇
傾向にある。近年では法事等の休憩者数が減少した
ため合宿などの受入れも開始している。一方で客単
価が低いため売上が減少しているので、収益を上げ
る対策が必要である。
●休憩・宿泊人数の実績（うち休憩者数）
(H25)32,244人（16,935人）
(H26)31,502人（17,201人）
(H27)29,407人（15,292人）
(H28)29,354人（14,802人）
(H29)30,560人（15,565人）

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

255 △11,972

1,153 建物は本館と新館があり、本館は築年数も長く老朽
化も進み、耐震への対策も必要となっている。
耐震対策に係る施設設備投資が多額であることか
ら、経営状態と施設のあり方を踏まえながら検討す
る。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「他会計補助金額」 「都道府県延宿泊者数に対する割合」

23.0 21.8 15.7 平均値 400 525

2. 資産等の状況について
平均値 96.6 82.6 84.4 83.9 154.5 平均値 29.8 25.3

当該値 0 0 0 0 200当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2

503 457

当該値 105.0 102.0 100.0 95.0 97.7

H25 H26 H27

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
山紫苑は国民保養温泉地にある宿泊施設（国民宿
舎）。
・収益的収支比率：H28に続きH29も赤字となってい
るが、指定管理者の不採算事業の見直し等も実施し
たため、今後は回復につながる見込みである。
・他会計補助金比率：H29は施設の修繕を他会計支
出により実施したためである。
・定員稼働率：H28より伸びており更に稼働率アッ
プを図る。
・売上高人件費比率：H28に比べ減少傾向にある
が、今後も適正な人件費の支出に努める。
・EBITDA：H28実績より増加しているが、まだマイ
ナス状態である。今後も適正な収支に努め、収益性
を高めていく。

H25 H26 H27 H28 H29 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25

該当数値なし 該当数値なし 3,971 140 有 61.0 有 【】

分析欄

利用料金制 11.1 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ２Ｂ２ 非設置 9,662

－

経営比較分析表（平成29年度決算）
鳥取県鳥取市　国民宿舎　山紫苑

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％)
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)
【6,552】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

②他会計補助金比率(％)

【25.4】
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①収益的収支比率(％)
【108.5】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【△10,266】
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⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【△21.3】
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⑤売上高人件費比率(％)
【37.1】
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④定員稼働率(％)
【22.1】
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⑫企業債残高対料金収入比率(％)
【31.1】
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⑪累積欠損金比率(％)
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⑧有形固定資産減価償却率(％)
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市町村(左軸) 公営企業(右軸)

⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし


